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2016年8月  8日 米国の雇用統計（2016年7月） 
2016年8月   4日 米国の債券市場（2016年8月） 
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米国の株式市場（2016年8月） 

堅調な推移が続く米国株式市場 

■今後は利上げの時期など、米国の金融政策に注

目が集まりそうです。ただ、米国経済の低位安定

成長・低インフレの環境下で、時間をかけたマイル

ドな利上げが想定され、長期金利の急上昇は想

定しづらい状況です。 

■米国株式市場は、8月11日に続き、15日もNY

ダウ、S&P500種指数、ナスダック指数が揃って史

上最高値を更新しました。米国経済の先行きに

対する安心感、4-6月期の企業業績の底堅さと

先行きの明るさ、国債利回りの低位安定、などが

市場に安心感を与えているためと考えられます。 

8月も史上最高値を更新 

■株価が堅調に推移する中、企業収益と株価の関

係をみた株価収益率（予想PER）は8月19日

に17.5倍となりました。2000年から2016年7月

までのPERの平均が15.9倍なので、収益との関

係からはやや上振れていると言えます。 

■一方、10年国債利回りと益回り（PERの逆数）

の関係を見たイールド・スプレッド（（注２）参

照）は、2014年以降は低位で安定した推移と

なっています。債券市場との関係からは株式市場

に過熱感はうかがえません。国債利回りが低下す

る中、金融相場の色彩が強まっています。 

PERはやや上振れ 
イールド・スプレッドにも注目 

堅調な推移が続く見通し 

NYダウと米国10年国債利回り 

（注１）データ期間は2000年1月~2016年8月。月末値。2016年 
            8月は19日。網掛けは金利上昇局面。 
（注２）株価収益率（予想PER）は株価÷予想利益、NYダウベース。 
            Bloomberg L.P.の予想。 
            イールド・スプレッドは米国10年国債利回り－益回り（PERの逆数）。 
            イールド・スプレッドが低いほど株式市場は割安、高いほど割高と言わ 
            れます。 
（出所）Bloomberg L.P.のデータを基に三井住友アセットマネジメント作成    

予想PERとイールド・スプレッド 

■今後も先進国・地域内で相対的に利回りの高い

米国債券市場にマネーが流れ、長期金利は低位

で推移すると考えられます。また、原油の安定など

を背景に、年後半から来年にかけて企業収益の

改善も見込まれます。米国株式市場は金融、業

績の両面から堅調な推移が続くと思われます。 

http://www.smam-jp.com/market/report/marketreport/usa/news160808us.html
http://www.smam-jp.com/market/report/marketreport/usa/news160804us.html

